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■特別記事
インタビュー　褥瘡ケアの最前線　石川治氏に聞く
グループホームを終の棲家に――居宅系高齢者施設に対する意識調査を通して　冨山宗徳

■研究報告
病棟看護師の行なった退院支援の評価――退院後の療養者とその家族へのインタビューから　坂井美和ほか
在宅におけるがん末期患者との関わり方の模索　小桧山美子
■新連載
ケーススタディ　高齢者虐待への対応①　和田忠志
イギリスの小児訪問看護の歴史と現状①　多田羅竜平
■連載
マグネットステーションインタビュー　木村憲洋／訪問看護時事刻々　石田昌宏／もの忘れを補うモ
ノたち―簡単な道具と機器を利用した認知症患者の日常生活支援　安田清／わたしのことをわたしか
ら　鈴木信行／在宅で療養するがん患者と家族のためのケアの手引き　福井小紀子／ほんとの出会い
岡田真紀／訪問看護ステーションの現場をあるく　川越博美ほか／萌黄色のハンカチーフ　赤川次郎

入院したときから始まる退院調整　宇都宮宏子
寄り添うことから始まる医療連携　細谷恵子
患者・家族の不安や戸惑い―相談をうけるなかで見えてきたこと　岩本ゆり 
訪問看護ステーションと急性期病院のより密接な連携を目指して　城谷典保 

退院の日を前に，さまざまな不安を抱えている患者と家族。それらの不安を受け止めて，地域の生活
（在宅）へと移行していく際には，病棟看護師から訪問看護師への上手なバトンリレーが求められます。

特集 退院した日から始まる看護・介護
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●3号にわたった事前約束指示の連載は今回が最終回です。末期がん患者の在宅医療に関する医師･訪問看護師
の連携のあり方として事例を紹介しながら解説していただきました。特別記事「小さな車が大きく広げた素敵
な生活」は，車椅子利用者が車椅子のまま後部座席ではなく助手席に乗車できるというもので，先生との校正
往来時にいただいた「後部座席に乗車では会話が遠いですよね」の一文にはハッとさせられるものがありまし
た。改造した以外の車種でも対応できるようにデザインも掲載しています。どうぞご覧ください。……………富岡
●特集は臨床と教育の連携による排泄ケアプロジェクトの報告です。老いて身体の自由が利かなくなり，トイ
レでの排泄をあきらめてしまったところから気持ちは内向きになり，外にも出たくない，世の中への関心も薄
れて……そうした高齢者にケアの専門職が向き合い，かかわっていくとオムツが必要でなくなっていくのです。
ご本人の自己決定を尊重した取り組みが光ります。連載「大牟田発！」は活動が地域に根付き始めたところで
最終回を迎えました。これからは折々にその後の展開を寄せていただきたいと願っています。…………伊藤
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